















系在家教団の研究という 3 分野にわたっており（本書 381 頁。以下数字は本
書の頁を示す）、それぞれ領域で多数の論考を発表されているが、その中の






（90） 創価人間学論集　第 10 号
はしがき
Ⅰ　日蓮主義と近代天皇制
第 1 章　近代天皇制と日蓮主義の構造連関   2014 年
第 2 章　「賢王」信仰の系譜    1995 年
第 3 章　石原完爾の日本主義    1986 年
Ⅱ　法華系在家教団の成立と変容
第 4 章　佛立開導・長松清風の周辺体験と思想形成  1982 年
第 5 章　佛立講の成立と展開    1991 年
Ⅲ　法華系在家教団の展開
第 6 章　仏教感化救済会の創立者・杉山辰子とその教団 2011 年
第 7 章　法音寺開山・鈴木修学とその教団   2005 年
第 8 章　戦後における立正佼成会と創価学会の立正安国 2014 年
Ⅳ　正当化の危機と内棲教団の自立化
第 9 章　戦後創価学会運動における「本門戒壇」論の変遷 1975 年
第 10 章　正当化の危機と教学革新    1986 年
第 11 章　内棲宗教の自立化と宗教様式の革新  1998 年
第 12 章　冨士大石寺顕正会の誕生    1978 年
Ⅴ　日蓮仏教と法華系新宗教の特徴
第 13 章　法華系新宗教への日蓮仏教の影響   2015 年




































































































































































































































































その後も続いている。2014 年 11 月 7 日に行った創価学会会則・教義条項の
改正で、弘安二年の戒壇本尊はじめ特定のモノ本尊信仰から離脱することを
明確に宣言し、2016 年には創価学会員は現代における地涌菩薩の出現であ
るとの意義づけを強調（聖教新聞 10/13 随筆、同 11/6 メッセージ）。さらに
創価学会そのものが未来の仏の集団であるとの創価学会仏論、在家の賢明な
る指導者を「賢王」ととらえる（聖教新聞 11/5 新人間革命）など、次々と
うちだしていることを付記しておく。
　西山氏が創価学会のこのような展開の意義を、さらに宗教社会学的に考察
されることを期待して、書評を終える。
